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3
持続可能低炭素社会の構築に向けて－ドイツの挑戦と
日本の現状

2016

2017

10 水の未来－グローバルリスクと日本

1 水素エネルギーのポテンシャルを探る

5 人工知能により何が変わるか－環境は？－

8
地球温暖化と苫小牧ＣＣＳ実証試験～ＣＣＳはここまで
来た

開催年月

2

サスティナビリティ研究会主催　特別公開講演会
レジリエンスと企業経営

6

サスティナビリティ研究会主催　公開講演会
自己変革力と社会性の向上による企業価値の創出
～レジリエント・カンパニー事例に学ぶ～

12

6

2015

2014

大成建設の環境の取り組み

4
風力熱・太陽熱発電応用についてドイツでのシンポジウム
と視察報告
～高温蓄熱で再エネを安定化し大量導入実現～

日本の海外インフラビジネスが世界で飛躍する条件
～講演と松戸開発センタの見学会～

スモールビジネスで東北復興支援
～ひょうたん島の特産品開発～

12

2

11
８年ぶりに政権交代したスウェーデンの今
～環境党の初入閣で環境・エネルギー政策はどうなるか
～

ＣＯＰ２１の成果と今後
第２１回国連気候変動枠組条約締約国会議で採択され
た２０２０年以降の地球温暖化対策の新たな枠組み「パ
リ協定」の内容と今後の国の具体的な政策とその進め
方
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2013

日立グループの環境戦略
～Inspire the Next とは？～

環境社会貢献・環境の取り組みを考える
～時代が求める新しいネットワーク作り～
・ベネッセがめざす環境教育
・持続可能な社会に向けた ICTの挑戦

来年度の環境政策を中心とした経済産業省の新政策
～地球温暖化対策について～

11

2012

省エネ・節電の進め方
～事例に学ぶ対策・今からできること～

地球環境問題と企業の役割
～リオ＋２０およびグリーンエコノミー～

里山保全と企業活動の今後
～CSR活動とマーケティング～

コマツの環境対応型モノ作り戦略
～環境活動から学べること～

マテリアルフローコスト会計の動向
～これまでと今後の課題～

9
国家戦略・プロフェッショナル検定について
～カーボンマネジャーのキャリア段位制度～

9

5

7

7

5

省エネルギー工場見学会
～コマツ小山工場、電力購入半減への挑戦～

2

1

10
ネオ・江戸時代へのロード・マップはできるのか？
～最先端の建築技術と脱成長主義、マインド変革で実現
するエコシティー～

3

11

気候変動のリスクへの適応の挑戦
～レジリエントで持続可能な社会の構築に向けて～
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長
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2012

里山保全と企業活動の今後
～CSR活動とマーケティング～

地球温暖化対策の今後について
～GHG報告制度と企業の対応～

2011

ＣＯＰ１０の成果と解説
～生物多様性をめぐる最近の動き～

6

9

10

11

5

1 ビジョナリー・カンパニーと持続可能性

キヤノンマーケティングジャパンの取り組み事例
～事業と社会貢献活動の連携～

2

生物多様性について
～企業における教育の事例～

温暖化政策と低炭素社会の推進について
～どうなるエネルギーと温暖化政策～

ISO/TC207　国際標準化の最新情報
～オスロ総会でのISO9001・ISO14001・ISO50001の共通規
格～

今、なぜ企業が‘ＣＳＲ’を重視するのか
～時代が求める 新しい企業競争力 ～

ISOマネジメントシステムと適合性評価
～部分最適よりも全体最適へ、もの造り優先からビジネス
展開優先へ～

1
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